


山形県内の大学・高等教育機関が連携し
た「大学コンソーシアムやまがた」が最
上川学教育プログラム始動

地域のNPO組織や活動団体と連携協働しな
がら教育プログラムの開発や地域づくり
プログラムを共に育んでいく、というも
の。

↓

最上川流域＝山形県全域へ展開



最上川流域環境の特徴

 最上川流域の生態系は、原生自然だけではなく、流域に暮ら
す人々の森里川海産業とともに改変され、維持されている。
流域の自然や文化は農山漁村住民の暮らしの営みと織りなし
あいながら形成されている。

最上川学とは？

 ・最上川学とは、最上川流域の自然と文化、農山漁村に暮ら
してきた人々の知恵と技術から学ぶことを通して、それを革
新的に受け継ぎ21世紀に生かすべく新たな暮らしや産業のス
タイルや生存環境の在り方を模索すること。

 ・地元農山漁村住民と協働連携しながら対等に運営される形
で、共に学ぶ活動を展開し、調査研究を行いたい。

 ・学の担い手は、大学・研究者だけでなく、地元住民や関係
する外部の一般の方々など多くの主体に面的に広げられる開
かれたものとして設計していきたい。



大学間連携「大学コンソーシアムやまがた」
（大学間、研究者間、学生間等のネットワーク）

地域づくり・教育NPOとの連携協働

自治体と連携協働、自治体間連携の活性化

企業との連携協働



 １，最上川学推進センターの開設

 2，最上川学教育プログラムの試行実施

 3，最上川学フォーラムの開催

 4，情報サイト「最上川.Net」の開設
全部ブログで構成
市民団体、NPO、行政、学生、研究者が書き込み可能。
地域別・分野別・著者別・所属別で分類整理される。
これそのものが生きた知的体系として見ることができ
る。



廃校舎を利用した最上川学推進センター

※9月には全県の大学とテレビ会議
システムで結ばれる。

中間支援NPO,地元活動団体、行政、
大学コンソーシアムの4者で契約を
結び、維持管理・運営されている。



最上川学プロジェクトを
サポートする学生組織が発足

学内における勉強会の様子
活発な議論が交わされました



古老から聞き書き

ミッションを実践
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単位互換科目教育プログラム

※全12単位を22年度から実施

・最上川巡見・最上川俯瞰講義

・最上川の匠たちに聞くⅠ・Ⅱ

・最上川の匠たちに出会うⅠ・Ⅱ

学際的研究プロジェクト

※各大学の連携する研究室が主体

・食と健康分野

・環境保全分野

・教育・ビジネス・政策提言分野

地域活性化プロジェクト

※コンソと連携する地域活動団体が主体

コンソは側面的支援を行う。

・食と健康の産品開発プロジェクト

・環境保全プロジェクト

・地域づくり・ビジネスプロジェクト

学生活動プログラム

※学生による地域活動活性化と就職場づくり

・最上川学サポーター活動の拡充

・NPO法人の設立

・最上川ベンチャー起業の立ち上げ

最上川学

プロジェクト

最上川学プロジェクトのコンテンツ展開イメージ



■コンソーシアムやまがた最上川学推進センター（

（NPO法人里の自然文化共育研究所清川本部事務局）

●飛島 漁協女性部法木支部

●
三瀬つるおかユースホステル
（南庄内出張所）

●
松ヶ岡ネット

●中野俣を元気にする会
（北庄内出張所）

●角川里の自然環境学校
(NPO里の自然文化共育研究所角川支局）

●田茂沢道草ぶんこう
(田茂沢出張所）

みつざわ里の資源研究所●
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最上川学現地モデルプログラム運営エリア構想イメージ図（連携NPO・地域活動団体位置
図）

青：山形大学関係機関
赤：地域活動団体
黄：中間支援NPO

山形大学エリアキャンパスもがみ

山形大学農学部
■

各地域活動団体や中間支援NPOと連携協働しながら最上川学の運営と活動を進めていきます。

大学の多様な力をつないで活用しながら地域の元気を作り出す！



角川里の自然環境学校
：農山村1地域

山形大学
エリアキャンパスも
がみ
：農山村１地方

NPO法人
里の自然文化共育研究所
：農山漁村１セット

｜（連携協働）

大学コンソーシアムやまがた
：全県域

↓

↓



次の展開は？

最上川学プロジェクトと全県へ
「エリアキャンパス」を！

※NPO里の研究所と最上川学コ
ーディネータの中長期イメージ

 大学コンソ最上川学推進センター北部サ
イト

（山形大学エリアキャンパスもがみ・しょうない）

「農山漁村の連携協働」

 大学コンソ最上川学推進センター南部サ
イト
（山形大学エリアキャンパスむらやま・おきたま）

「都市と地域の連携協働」

各サイトごと地域の元気を作り出すNPO
的組織体を育てていくことが重要

最上川学推進センター
北部サイト事務局●

飛島(離島の自然・文化）

最上川学推進センター
南部サイト事務局●

エリアキャンパス
しょうない
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川の拠点(最上峡）
森林再生と
川の体験活動

山･里拠点(角川の里)
里地里山保全活動

海辺の拠点(三瀬）
海辺の地元学と

自然体験･保全活動

海の拠点(酒田市）
海の地元学
と食文化交流

都市部(山形市･仙台市）
青少年体験活動市民団体

との連携

里づくり活動をより広域に、より多く
の人々との協働で進めていこう！
活動の広がりと深まりを目指して「里

の自然文化共育研究所」が活動を開始！

しな織の里
伝統工芸品
と里山研修

さらに次の展開は？
ヨソモンの多様な力をつなぎながら地域の元気を作り出す！






